























































用な事象関連脳電位（ event-related brain potential: ERP）を指標とした．
ERP を指標とした実験を通し，この予測機能の解明を試みた．   






指標である予測に関する ERP について概説した．  









対する空間的予測が促進された結果であると考えられる．第 3 章（実験 2）


































第 7 章（実験 6）では，課題非関連な視覚刺激の接近による体性感覚事象
の予測の促進効果の相互作用について検討した．実験では，第 2 章（実験 1）
の実験と同様に卓上で視覚刺激が 3 回呈示された後，一方の手首に高頻度で，
もう一方の手首に低頻度で体性感覚刺激を呈示した．また，第 6 章（実験 5）
の実験と同様に一方の色の視覚刺激の後にはシングルパルスを高頻度で，も
う一方の色の視覚刺激の後にはトレインパルスを高頻度で体性感覚を呈示
した．体性感覚刺激に対する ERP を分析した結果，空間と刺激特性のどち
らも低頻度であった体性感覚刺激に対する ERP が，どちらも高頻度であっ
た体性感覚刺激に対する ERP から最も早く分岐した．この結果から，身体
へ接近する課題非関連な視覚刺激を用いた後続する体性感覚刺激の予測に
対する促進効果は，要因ごとに独立して作用するわけではなく，要因間での
相互作用が示された．  
第 8 章では，実験を総括し，課題非関連な視覚刺激の接近による体性感覚
事象の予測の特性についてまとめた．本博士論文は，接触対象によらず課題
非関連な情報である身体へ接近する視覚刺激によって体性感覚の予測を促
す自動的な予測システムの存在を明らかとした．  
